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県

民

と
き
に
は
早
く
、と
き
に
遅
く
、あ

る
と
き
に
は
、

後
退
さ
え
し
な
が
ら

も
、
明
治
百
年
の
夢
み
を
展
開
し
て

き
た
日
本
。
そ
れ
は
多
く
の
先
人
が

泥
ま
み
れ
、
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
築

き
あ
げ
、
私
た
ち
が
さ
ら
に
平
和
に

繁
栄
す
る
文
化
国
家
へ

と
、
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
祖
国
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
私
た
ち
の
郷
土
富

山
県
を
み
よ
う
。
越
中
国
か
ら
富
山

県
に
な
っ
た
の
は
明
治
凶
年
。
し
か

し
そ
の
聞
に
は
新
川
県
や
石
川
県
と

な
り
、
越
中
の
政
治
は
殆
ん
ど
加
賀

で
占
め
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
多
く
の

先
覚
者
が
あ
る
と
き
は
戦
い
、
ま
た

と

県

政

を

富
山
県
知
事

士
口

実

田

あ
る
と
き
は
一
保
と
と
も
に
訴
え
て
創

設
し
た
富
山
県
で
あ
っ
た
。

い
ま
本
県
は
、
北
陸
の
い
や
日
本

海
沿
岸
の
工
業
、
農
業
を
始
め
産

業
、
経
済
、
文
化
の
拠
点
県
た
る
を

期
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
な

わ
ち
県
民
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
ほ

か
な
ら
ず
、
ま
た
県
の
施
策
は
、
県

剣
御
前
上
空
か
ら
み
た
地
獄
谷
と
室
堂
平
一
帯

結

ぶ

民
す
べ
て
の
理
解
と
努
力
に
負
う
こ

と
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
発
行
し
て
き

た
「
県
の
お
知
ら
せ
」
と
「
県
政
の

う
ご
き
」
の
両
広
報
紙
を
廃
刊
し
、

装
い
も
新
た
に
月
刊
誌
「
み
ん
な
の

県
政
」
を
発
行
し
て
県
民
の
皆
さ
ん

と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、

特
に
写
真
な
ど
を
で
き
る
だ
け
多
く

入
れ
て
、
親
し
み
ゃ
す
く
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
直
接
県
民

各
位
の
声
を
も
の
せ
て
ゆ
き
た
い
も

の
と
考
え
る
。

お
お
か
た
の
叱
正
と
指
導
が
得
ら

れ
れ
ば
こ
れ
以
上
の
幸
い
は
な
い
。

表
紙
・
立
山
の
信
仰

(歴

表
紙
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富
山
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史
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迎
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と
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その昔、立山は神が支配する山と され去、b

それは万葉集にみる ことができる。大伴家持

もく立山に降りおける雪を常夏に見れどもあ

かず神からならし〉とよんでいる。平安時代
あ り わ か

に、佐伯有若(諮興上人〉によって閉山され

てからは，神の性格の上に著しく仏教的な色

彩を加えて くる。今昔物語の中の立山説話に
「昔より彼の山に地獄ありとし、し、伝へたり」

とあり 、ま・た、 「日本国中の多くの亡霊が、

立山の地獄におちる」 と、地獄谷の記録を見
こんζ 号

出す。このように立山は、神仏混請の特色あ

る信仰を形成してきたの立山信仰は、立山山

麓の告訴寺や岩断寺の信仰衆徒たちによる集
まんだら

落の形成と、全国各地へ立山受陀羅をになっ

ての布教によっ宅堂盛をきわめた。しかし明

治に入って神仏分離により 、仏教的色彩が払

われるところとなる。 r立山の信仰」それは g

永い聞の史実にみることができるが、今もな {

おある意味での信仰の山といえるであろう。 ~
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大
正
元
年
に

植
樹
行
事
の
歴
史
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
こ
ん
に
ち
ま
で
に
い
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大
正
元

年
に

H
H

植
林
の
日
d

を
設
け
て
植
林

運
動
を
始
め
た
の
が
行
事
の
最
初
で

あ
る
。
そ
の
後
、
大
正
末
期
か
ら
昭

和
印
年
ま
で
、
全
国
各
地
で

か
愛
林

植
栽
の
日
d

H

H

植
樹
日
d

h

H

記
念
植

栽
日
H
H

H

H

愛
林
デ
l

d

を
設
け
て
植

林
が
行
な
わ
れ
た
。
規
模
の
大
き
な

グ植
栽
の
目
。

も
の
と
し
て
は
、
全
九
州
愛
林
デ
ー

に
お
い
て
植
林
が
盛
大
に
行
な
わ

れ
た
。
昭
和
初
年
、
引
年
は
、
人
手

不
足
、
物
資
不
足
等
の
悪
条
件
の
た

め
中
止
と
な
っ
た
。

辺
年
に
は
再
び

大
日
本
山
林
会
、
興
林
会
、
日
本
林

業
会
、
そ
の
他
3
団
休
が
会
員
と
な

り
、
徳
川
宗
敬
氏
(
現
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
理
事
長
〉
を
会
長
と
し
て

「
森
林
愛
護
連
盟
」
が
結
成
さ
れ

た
。
そ
し
て
同
年

4
月
4
日
東
京
都

南
多
摩
郡
に
あ
っ
た
当
時
の
帝
室
林

野
局
林
業
試
験
場
に
東
宮
殿
下
の
ご

臨
席
を
得
て
、
愛
林
行
事
と
し
て
の

記
念
植
樹
が
行
な
わ
れ
た
。

お
手
植
は
本
県
が
最
初

翌
お
年
同
連
盟
主
催
に
よ
り
東
京

都
青
梅
市
の
永
山
公
園
明
神
平
で
、

初
め
て
天
阜
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
の
も
と
に
記
念
行
事
が
挙
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
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鳥取県での植樹祭でお手植にな

る天皇陛下

国土を美しくし、災害を防ぎ、そして国

の繁栄をもたらすねらいで行なわれてきた

植樹祭は、20回を迎える明年、本県で開催

することになった。

これを機会に、遅れているといわれる本

県の 「造林」に対して深い理解と認識をも

ち、国土を緑で埋めよう。

つ
い
で
凶
年
に
は
、
箱
根
仙
石
原

に
お
い
て
、
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
得

て
記
念
植
樹
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ

よ
り
さ
き
、
昭
和
辺
年
日
月
、
天
皇

陛
下
が
民
情
視
察
の
た
め
本
県
ご
巡

幸
の
際
、
婦
負
郡
細
入
村
に
当
時
設

け
ら
れ
て
い
た
海
外
引
揚
者
県
営
織

原
寮
を
ご
慰
問
に
な
り
、
近
く
の
山

(
笹
津
平
割
地
内
)
に

3
木
の
「
タ

テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
を
お
手
植
え
に
な
っ

た
。
こ
れ
が
天
皇
陛
下
お
手
舶
の
此

初
で
あ
る
。

昭
和
初
年
に
衆
参
両
議
院
で
「
国

土
緑
化
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
さ

れ
、
昭
和
お
年
に
は

「
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
」
が
、
各
界
の
賛
同
を
得

て
発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
開
催
県
と
国
土
緑

化
推
進
委
員
会
が
共
催
し
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
得
て

か
植

樹
行
事
並
び
に
国
土
緑

化

大

会
d

(
植
樹
祭
)
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

植
樹
祭
の
あ
ゆ
み

- 3ー

こ
の
よ
う
に
植
樹
祭
行
事
は
大
正

元
年
か
ら
日
年
余
に
至
り
、
年
々
盛

ん
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
お
年
に

第

l
回
植
樹
祭
が
山
梨
県
で
開
催
さ

れ
て
以
後
、
毎
年
各
県
で
の
主
要
行

事
と
な
っ
た
。

明
年
の
春
に
は
、
い
よ
い
よ
記
念

す
べ
き
第
羽
田
の
植
樹
祭
が
本
県
で

行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
植
林

事
業
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
、
緑
の

県
土
を
築
き
あ
げ
た
い
も
の
。

第
羽
田
植
樹
祭
の
あ
ら
ま
し

次
に
明
年
の
植
樹
祭
の
大
要
を
紹

介
し
よ
う
。
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場
所
は
、
右
図
に
あ
る
よ
う
に
、

県
道
富
山
i
砺
波
線
(
俗
称
音
川

ち
ん
じ
よ
う

線
〉
の
沿
線
、
砺
波
市
頼
成
山
地
内

で
約
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
会
場
。

現
在
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
立
円
高
く
、

急
ピ
ッ
チ
で
会
場
造
り
を
行
な
っ
て

い
る
。当

日
は
、
会
場
に
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
の
ご
臨
席
を
始
め
と
し
て
、
国

土
緑
化
推
進
委
員
会
会
長
(
衆
議
院

議
長
)
、
農
林
、
文
部
大
臣
、
国
会

議
員
、
各
県
知
事
、
議
長
等
の
県
外

招
待
者
約
3
干
名
、
県
内
の
市
町
村

長
、
議
長
、
各
種
団
体
長
や
林
業
関

係
者
等
約
8
千
名
、
そ
の
他
大
会
運

営
の
た
め
の
奉
仕
者

約
2
千
名
、
計

1
万

3
千
名
の
参
会
者
を

見
込
ん
で
い
る
。

輸
送
に
は
、
パ
ス

約
2
0
0
台
、
ハ
イ

ヤ
ー
約
2
5
0
台
を

あ
て
る
予
定
で
あ

る。

な
お
、
当
日
は
、
両
陛
下
は
県
木
川

「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
そ
の
他
「
マ
ス
川

ヤ
マ
ス
ギ
」
「
ボ
カ
ス
ギ
」
を
そ
れ
川

ぞ
れ
一
本
あ
て
お
手
植
え
に
な
る
。

参
会
者
に
も
記
念
の
植
樹
を
し
て
い

川

た

だ

く

こ

と

に

し

て

い

る

。

ー

ま
た
、
両
陛
下
に
は
、
植
樹
祭
後
、

立
山
町
吉
峰
の
県
林
業
試
験
場
で
川

「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
の
種
子
を
お
手

川

播
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ー

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
な
ど
お
手
植

勤
王
か
佐
幕
か
迷
う
加
賀
藩

越
中
は
加
賀
に
右
な
ら
え

そ
の
頃
は
も
ち
ろ
ん
富
山
県
で
は

な
く
、
わ
が
郷
土
は
す
べ
て
越
中
国

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
婦
負
郡
全
体

(1
8
0
カ
村
)
と
上
新
川
郡
の
一

部
(
刀
カ
村
)
の
み
が
富
山
藩
の
領

土
で
、
他
は
す
べ
て
加
賀
藩
の
も
の

で
あ
っ
た
。
富
山
藩
は
、
本
家
で
あ

る
加
賀
藩
の
や
り
方
に
す
べ
て
右
な

ら
え
し
て
い
た
の
で
、
明
治
維
新
の

際
の
越
中
の
動
向
と
い
っ
て
も
、
加

賀
藩
の
動
向
が
そ
の
ま
ま
越
巾
の
動

向
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

幕
府
は
倒
れ
な
い
?

さ
て
、
加
賀
藩
は
わ
が
国
で
の
大

藩
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
維
持
温
存

す
る
た
め
に
、
歴
代
藩
主
も
、
家
臣

も
、
幕
府
の
ご
き
げ
ん
を
う
か
が

い
、
幕
府
に
に
ら
ま
れ
な
い
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
苦
心
を
は
ら
っ
て
、
長

州
、
阪
摩
、
土
佐
、
水
戸
に
勤
王
党

が
活
発
に
動
い
て
も
、
加
賀
藩
で
は

事
な
か
れ
主
義
、
日
和
見
主
義
を
と

り
、
全
体
と
し
て
は
佐
幕
に
傾
い
て

い
た
。
そ
れ
に
は
藩
主
斉
泰
の
夫
人

が
将
軍
家
斉
の
姫
で
あ
っ
た
こ
と
も

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
に
お
い

て
は
、
二
百
数
十
年
に
わ
た
っ
て
続

い
た
徳
川
幕
府
が
倒
れ
て
、
天
皇
政

府
が
で
き
よ
う
と
は
、

一
部
の
先
覚

年百:.1.>. 
tロ--明

必 必ム(1)
富山県は、もと越中国とよばれた地域であるG 今年

は明治百年にあたるが、百年前の越ニド国が富山県に変

っていった当時をふり返ってみよう。

者
を
の
ぞ
い
て
は
、

一
般
人
士
に
は

夢
に
も
思
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

か
ら
、
加
賀
藩
が
佐
幕
的
で
あ
っ
た

の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

慶
寧
と
勤
王
党

も
っ
と
も
、
例
外
は
あ

っ
た
。
藩

主
斉
泰
の
世
子
H

鹿
寧
お
よ
び
少
数

の
勤
王
党
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
は
微
々
た
る
勢
力
で
、
と
う
て

い
濯
の
大
勢
を
動
か
す
=
」
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

慶
寧
は
も
と
よ
り
勤
王
の
志
あ
つ

く
、
文
久
3
年
(
明
治
元
年
よ
り

5

年
前
、
以
下
同
様
)
6
月
、
江
戸
に

上
っ
て
非
政
に
参
与
せ
よ
と
い
う
革

命
を
拒
み
、朝
廷
の
命
を
奉
じ
、宮
廷

を
守
護
し
よ
う
と
し
て
手
兵
を
ひ
き

い
て
上
京
し
た
。
慶
寧
は
長
州
に
好

意
を
も
ち
、
当
時
苦
境
に
あ
っ
た
長

州
の
た
め
に
一
肌
ぬ
い
で
、
尊
王
壊

夷
派
と
公
武
合
体
派
と
の
調
整
に
つ

と
め
た
。
し
か
し
そ
の
効
な
く
蛤
御

門
の
変
と
な
り
、
長
州
は
大
敗
北
し

(植樹祭事務室〉

山伊

仲

リ

一

な
に
ご
と
も
、
ス
タ

d
1
↓1
一
l
ト
が
大
切
。
造
林
の

i

、
ス

一
ス
タ
ー
ト
は
植
え
付
け

い
、
主
回
一

で
あ
る
。
山
を
生
か
す

よ

f
τ殺

す
も
植
え
付
け
の

1
1
1
1
1」
適
否
に
よ
っ
て
き
ま

る
。
そ
の
た
め
に
も
事
前
に
山
を
十

分
調
べ

、
よ
い
植
え
付
け
を
し
よ
う
。

-

環

境

(
海
抜
、
方
位
、
傾
斜

な
ど
)

2

土
壌
と
基
盤
(
深
さ
、土
性
、

水
分
状
態
、
堅
さ
)

3

気
象
(
風
の
方
向
、
気
温
、

降
水
量
、
積
雪
量
な
ど
〉

こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ

の
山
に
適
す
る
樹
種
、
品
種
を
選
定

し
て
植
え
よ
う
。

m月
中
、
下
旬
が
最
適

春
植
え
、
梅
雨
植
え
、
秋
植
え
が

あ
る
が
、
本
県
で
は
秋
植
え
が
8
割

を
占
め
る
。

秋
植
え
の
特
徴
は
、
年
内
に
苗
木

の
根
が
活
着
し
て
、
翌
春
す
ぐ
に
の

び
だ
す
と
こ
ろ
に
よ
さ
が
あ
る
わ
け

で
あ
る
。
植
え
付
け
が
遅
れ
る
と
、

春
先
の
雪
に
よ
る
恨
ぬ
け
な
ど
か
ら

枯
れ
が
生
ず
る
の
で
、
適
期

に
て
い
ね
い
に
植
え
よ
う
。

本
県
で
は
「
ス
ギ
」
が
主

だ
が
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

の
本
数
は

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ

2
千
5
0
0

J
3
千
本

l
千
5
0
0
J

2
千
5
0
0
本

3
千
5
0
0

J
6
千
本

今年の秋田県での植樹祭風景

ボ
カ
ス
ギ

ア
カ
マ
ツ

! ~，_) 

た
。
こ
の
時
慶
寧
は
事
件
の
渦
中
に

入
る
こ
と
を
避
け
て
近
江
国
に
退
い

て
い
た
が
、
こ
の
行
動
は
反
幕
府
的

で
あ
る
と
て
責
め
ら
れ
、
慶
寧
は
謹

慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
彼
に
従
っ
た
勤
王

派
諸
士
は
こ
と
ご
と
ご
と
く
処
刑
さ

れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
加
賀
藩
の
わ

ず
か
の
勤
王
党
は
一
掃
さ
れ
、
藩
論

は
佐
幕
一
辺
倒
と
な

っ
た
。

汚
名
ば
ん
回
の
チ
ャ
ン
ス

つ
‘
、
つ
い
て
幕
府
は
第
一
回
の
長
州

征
伐
を
お
こ
し
た
が
、
加
賀
藩
は
汚

名
ば
ん
回
の
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
に

幕
府
に
従
軍
を
願
い
出
て
、

4
千
人

の
大
部
隊
を
広
島
に
向
け
て
出
征
さ

り

-

7

r

1

2

千
l

p
f
-
2

2
千
5
0
0
本

そ
の
他
の
品
種
は

2
千
J

3
千
本

く
ら
い
が
無
難
。
(
ク
リ
、
キ
リ
、

ポ
プ
ラ
等
は
別
)

曇
っ
た
無
風
の
日
を
選
ぶ

O
植
え
付
け
の
注
意

ー、

大
き
い
穴

(ω
×

ω諺
)
を
あ

け
て
、
て
い
ね
い
に
植
え
る
。

2
、
苗
木
は
、
移
動
で
弱
っ
て
い
る

か
ら
、
仮
植
え
し
て
元
気
に
な
っ

て
か
ら
山
に
植
え
る
。

3
、
曇
っ
た
無
風
の
日
、
降
雨
直
前

に
植
え
つ
け
、
そ
の
後
根
元
を
よ

く
踏
ん
で
お
く
。

4
、
乾
燥
し
や
す
い
所
、
強
風
の
あ

た
る
所
は
深
め
に
、
粘
土
質
、
排

水
の
思
い
と
こ
ろ
は
浅
植
え
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
一
本

一
本
て
い
ね
い
に
枯
れ
な
い
よ
う
に

植
え
付
け
よ
う
。
(
林
政
課
〉

O
第
却
回
全
国
植
樹
祭
緑
化
標
語

入
選
第
一

位

植
樹
祭
、
我
が
家
も
参
加

こ
の

一
本

明

純

治

-4-

新
淡
い
市
立
町

せ
た
。
や
が
て
長
州
は
戦
火
を
ま
じ

え
ず
に
降
伏
し
、
加
賀
落
部
隊
も
ひ

き
あ
げ
た
。
慶
応
元
年
(3
年
前
)4

月
、
慶
寧
は
や
っ
と
罪
を
許
さ
れ
、

翌
2
年

(2
年
前
〉

4
月
に
は
藩
主

斉
泰
が
隠
居
し
、
慶
寧
が
第
凶
代
藩

主
と
な
っ
た
。

度
応
4
年
(
明
治
元
年
)
1
月
、

京
都
は
風
雲
急
を
告
げ
、
幕
府
は
加

賀
藩
に
山
兵
を
命
じ
た
。
鹿
寧
は
直

ち
に
こ
れ
に
応
じ
、
藩
兵
を
上
京
さ

せ
た
。
慶
寧
の
志
は
も
と
よ
り
勤
王

に
あ
っ
た
が
、
倒
幕
は
欲
す
る
と
こ

ろ
で
な
く
、
薩
長
が
幼
帝
を
擁
し
て

ほ
し
い
ま
ま
な
る
行
動
に
出
る
こ
と

を
に
く
ん
だ
の
で
あ
る
。

- 5-

忠
義
の
誓
書
も
不
発
H

薩
長
の
冷
遇

日
和
見
主
義
た
た
る

し
か
し
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
お
い

て
幕
府
側
が
大
敗
し
、
天
下
の
大
勢

は
決
し
た
。
錦
旗
を
奉
じ
た
一防
長
政

府
に
は
も
う
抵
抗
で
き
な
い
。
慶
寧

は
直
ち
に
軍
隊
を
ひ
き
も
ど
し
、
前

非
を
悔
い
、

「
こ
れ
よ
り
朝
廷
の
た

め
に
粉
骨
砕
身
し
て
忠
義
を
つ
く
さ

ん
」
と
の
誓
書
を
た
て
ま
つ
っ
た
。

そ
の
後
は
薩
長
政
府
の
指
令
の
ま

ま
に
、
越
後
長
岡
戦
争
、
会
津
戦
争

に
大
軍
を
送
り
、
名
誉
ば
ん
回
に
け

ん
め
い
に
戦
っ
た
。
し
か
し
幾
度
か

の
変
節
が
た
た
っ
て
、
維
新
後
の
加

賀
藩
の
人
士
は
冷
遇
さ
れ
、
日
の
あ

た
る
場
所
に
登
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

富
山
県
の
誕
生
は
明
治
凶
年
で
あ

る
が
、
そ
の
以
前
に
、
封
建
社
会
が

崩
壊
し
て
近
代
社
会
が
生
れ
る
た
め

に
、
こ
の
よ
う
な
混
迷
と
苦
悩
が
く

り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
号
に
つ
づ
く
。

(
県
史
編
さ
ん
室
)
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